
板 老 連
板橋区老人クラブ連合会

老いてこそ　楽しみ増やそう　老人会 №

184
令和3年4月
発　行

発行：板橋区老人クラブ連合会　編集：板老連広報部　事務所：板橋区板橋 3-26-4　板橋いこいの家　☎ 03-3963-5334
制作・印刷：株式会社ニチコミ　☎ 03-5718-3900 http://www.nichicomi.com

板橋区の花：ニリンソウ

私たちは板橋区老人クラブ連合会の活動を応援しています。     
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画
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長
　

総
務
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企
画
部
部
長
　
井
村
　
吉
伸

井
村
　
吉
伸

新
年
度
に
向
け
て

新
年
度
に
向
け
て

コ
ロ
ナ
と
戦
っ
た
自
分
を
ほ
め
て
あ
げ
よ
う

コ
ロ
ナ
と
戦
っ
た
自
分
を
ほ
め
て
あ
げ
よ
う

板
橋
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
令
和
３

年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
度
１
年

間
は
、
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
コ
ロ
ナ
に
終

わ
り
ま
し
た
。
感
染
症
の
恐
怖
と
外
出

自
粛
の
戸
惑
い
、
す
べ
て
が
経
験
の
な

い
こ
と
で
始
ま
り
、
た
ま
る
の
は
ス
ト

レ
ス
ば
か
り
の
日
々
、
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
「
い
こ
い
の
家
」
閉
鎖
に

と
も
な
い
板
老
連
事
務
所
も
使
用
が
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。

総
会
資
料
作
成
、
全
ク
ラ
ブ
に
発
送

を
行
う
作
業
な
ど
総
会
の
対
応
他
、
問

題
が
山
積
し
ま
し
た
。
９
月
よ
り
感
染

予
防
対
策
を
取
り
な
が
ら
、
日
帰
り
バ

ス
ハ
イ
ク
、
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
教
室
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、輪
投
げ
大
会
、

歴
史
散
歩
、
作
品
展
、
芸
能
大
会
な
ど
、

順
次
再
開
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
各
部

長
さ
ん
の
気
苦
労
は
計
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

芸
能
大
会
を
主
催
し
た
部
長
さ
ん
か

ら
、
大
会
後
の
１
週
間
は
電
話
が
鳴
る

の
が
怖
か
っ
た
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
総

務
と
し
て
は
、
参
加
人
数
も
あ
り
企
画

推
進
を
自
粛
し
、
成
果
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ず
大
変
残
念
な
結
果
に
終
わ
り

ま
し
た
。
会
員
の
み
な
さ
ま
、
外
出
自

粛
、
運
動
不
足
、
会
話
不
足
、
ス
ト
レ

ス
が
溜
ま
っ
た
１
年
を
過
ご
さ
れ
た
と

思
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
と
戦
っ
て
い

る
自
分
を
ほ
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

努
力
さ
れ
た
結
果
で
す
。

令
和
３
年
度
よ
り
、
予
防
接
種
も
始

ま
り
明
る
い
未
来
の
第
一
歩「
明
る
く
・

元
気
に
・
楽
し
い
」
老
人
会
を
目
指
し

て
総
務
・
企
画
部
、
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

板老連のPRを
行いました！

詳細は２ページをご覧ください。
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私たちは板橋区老人クラブ連合会の活動を応援しています。     

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
の
展
示
会

�

板
老
連
の
魅
力
発
信
！

毎
年
、
P
R
活
動
の
一
環
と

し
て
、
区
役
所
の
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
で
板
老
連
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
を
、
写
真
で
リ
ア
ル
に
紹

介
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
行
事
の
自
粛

や
、
非
常
事
態
宣
言
も
あ
り
、

新
年
会
・
総
会
・
研
修
会
・
一

泊
旅
行
な
ど
の
規
模
の
大
き
い

イ
ベ
ン
ト
は
軒
並
み
見
送
り
と

な
り
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
空
き

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
会
員

募
集
の
ポ
ス
タ
ー
を
張
る
な
ど

し
て
な
ん
と
か
埋
め
合
わ
せ
で

き
ま
し
た
。

今
回
は
、
２
月
24
日
（
水
）

～
３
月
２
日
（
火
）
の
土
日
を

は
さ
ん
で
実
質
５
日
間
で
、
区

と
板
老
連
で
運
営
し
て
い
る
寿

大
学
の
紹
介
や
、
昨
年
実
施
し

た
作
品
展
の
区
長
金
賞
・
銀
賞

受
賞
作
品
、
こ
れ
だ
け
で
は
寂

し
い
の
で
、
今
年
か
ら
他
の
目

立
つ
受
賞
作
品（
社
協
会
長
賞
・

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
長

賞
・
板
老
連
会
長
賞
）
を
選
ん

で
展
示
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

集
客
数
5
9
8
名
で
し
た
。５

日
間
中
、
最
終
日
は
残
念
な
が

ら
春
の
嵐
で
風
雨
が
強
く
、
役

所
を
訪
れ
る
人
も
ま
ば
ら
で
、

受
付
待
ち
の
電
子
掲
示
板
も
ゼ

ロ
が
多
か
っ
た
で
す
。

会
場
運
営
・
撤
去
と
も
に
係

の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

�

（
広
報
部　

渡
邉
） さまざまな方が来場されました

板
老
連
Ｐ
Ｒ
行
事

板
老
連
Ｐ
Ｒ
行
事

多くの展示が並びます多くの展示が並びます
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私たちは板橋区老人クラブ連合会の活動を応援しています。     

板
老
連
本
部
事
業
報
告

明
年
は
さ
ら
に
腕
を

磨
き
出
品
し
よ
う
！

作
品
展
賞
状
贈
呈
式

10
月
27
日
（
火
）
～
30
日
（
金
）

に
開
催
い
た
し
ま
し
た
「
作
品
展
」

陶工芸や手芸の部陶工芸や手芸の部

会員の力作がずらり会員の力作がずらり連合会名をわかりやすく展示連合会名をわかりやすく展示

に
お
い
て
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

み
な
さ
ま
に
対
し
て
、12
月
４
日（
金
）

に
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
「
表
彰
式
」

の
代
わ
り
に
「
贈
呈
式
」
を
行
い
ま

し
た
。
感
染
拡
大
防
止
策
（
マ
ス
ク

着
用
、
検
温
、
手
指
消
毒
、
３
密
回

避
）
を
施
し
な
が
ら
区
長
賞
（
金
賞
・

銀
賞
）
を
は
じ
め
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
賞
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
長
賞
、
板
老
連
会
長
賞
を

10
時
か
ら
、
団
体
賞
を
11
時
か
ら

の
２
回
に
分
け
て
、「
表
彰
状
」
と

「
賞
状
」
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
受
賞

者
の
多
く
が
、
明
年
は
さ
ら
に
腕

を
磨
き
出
品
し
よ
う
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。�

（
教
養
部　

山
口
）

パネルで活動紹介パネルで活動紹介
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私たちは板橋区老人クラブ連合会の活動を応援しています。     

支
部
紹
介

第
１
支
部
は
板
橋
・
仲
宿
地
区
に

存
在
し
、
15
ク
ラ
ブ
あ
り
ま
す
。

◆
町
の
歴
史

旧
中
山
道
を
中
心
に
宿
場
町
と
し

て
栄
え
た
町
で
す
。
古
い
地
図
を
見

る
と
、
仲
宿
の
栄
え
た
街
並
み
と
、

相
変
わ
ら
ず
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
の

な
か
、
ほ
と
ん
ど
の
行
事
が
自
粛
で

中
止
と
な
る
現
在
で
も
安
定
し
て
活

動
し
て
い
る
の
は
、
毎
朝
の
ラ
ジ
オ

体
操
と
子
ど
も
見
守
り
で
あ
る
。

今
年
50
周
年
を
迎
え
た
南
町
ラ
ジ

オ
体
操
の
会
は
、
近
く
の
西
光
院
と

い
う
寺
院
で
日
曜
を
除
く
毎
朝
７
時

よ
り
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ
て
い
る
。

近
く
の
中
丸
白
寿
会
や
南
町
八
千
代

会
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
も
毎
朝
参

第
1
支
部

第
2
支
部

第
１
支
部
の

　
　
町
の
歴
史

ラ
ジ
オ
体
操

　
　
侮
る
な
か
れ

周
辺
に
田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。
名
所
も
あ
り

ま
す
が
、「
日
本
橋
」
近
く
に
「
え
ん

き
り
」
と
い
う
お
地
蔵
様
が
あ
り
ま

す
（
笑
）。

ま
た
、
加
賀
と
い
う
地
名
は
、
加

賀
百
万
石
の
下
屋
敷
の
な
ご
り
で
、

周
辺
に
は
馬
・
牛
の
牧
場
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、
明

治
時
代
の
地
図
に
豊
島
病
院
周
辺
を

中
心
に
板
橋
競
馬
場
の
存
在
が
明
記

加
し
て
お
り
、
誰
で
も
参
加
を
歓
迎

し
て
い
る
。
50
周
年
を
祝
う
会
を
計

画
し
参
加
者
全
員
で
記
念
写
真
も

撮
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
た
め
い
ま
だ

中
止
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

西
光
院
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

は
、
白
蛇
が
住
ん
で
い
た
と
伝
わ
る

樹
齢
４
０
０
年
の
文
化
登
録
さ
れ
た

椎
の
木
が
参
道
で
樹
勢
を
誇
り
参
拝

者
を
迎
え
、
境
内
に
は
四
季
折
々
の

花
が
訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

る
こ
と
だ
。

ラ
ジ
オ
体
操
を
行
う
人
の
体
力
年

齢
は
、
実
年
齢
よ
り
20
歳
若
い
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
今
流
で
い
う
と
フ

レ
イ
ル
予
防
に
も
役
立
っ
て
い
る
よ

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
豊
島
病
院

の
正
面
付
近
に
は
馬
見
所
が
あ
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。

石
神
井
川
の
中
根
橋
あ
た
り
で

は
、「
子
ど
も
の
頃
よ
く
水
遊
び
を
し

た
」
と
い
う
話
を
高
齢
者
の
方
々
か

ら
聞
き
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
状

況
の
た
め
、
な
に
か
ロ
マ
ン
を
感
じ

ま
す
。

※
こ
の
よ
う
な
情
報
は
、
板
橋
地
域

セ
ン
タ
ー
内
観
光
課
に
行
く
と
資
料

が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

�

（
第
１
支
部　

井
村
）

う
だ
。
中
に
は
足
が
不
自
由
な
方
も

高
齢
者
用
歩
行
器
を
押
し
な
が
ら
参

加
し
て
い
る
。
自
分
で
は
気
が
つ
か

な
い
が
体
操
し
て
い
な
い
人
に
比

べ
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
優
れ
て
い
る

の
は
確
か
で
あ
る
。

み
な
さ
ん
毎
朝
元
気
に
体
操
が
で

き
る
健
康
を
実
感
し
、
高
齢
化
が
進

む
今
お
互
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
絆
が

深
め
ら
れ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ

る
。

�

（
第
２
支
部　

福
代
）
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私たちは板橋区老人クラブ連合会の活動を応援しています。     

第
３
支
部
の
紹
介
で
す
が
、
範
囲

は
区
の
地
域
割
り
仲
町
地
区
（
令
和

３
年
４
月
現
在
）
で
ク
ラ
ブ
数
９
、

会
員
は
８
６
０
名
で
す
。
会
員
の
増

強
に
つ
い
て
は
、
入
会
の
お
願
い
チ

ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
だ
け
で
は
な
か
な

か
承
諾
し
て
も
ら
え
ず
、
人
と
人
と

第
４
支
部
は
中
仙
道
と
環
状
7
号

線
が
交
差
す
る
本
町
、
大
和
町
、
双

葉
町
、
富
士
見
町
、
そ
し
て
前
野
町

の
５
町
内
に
11
ク
ラ
ブ
7
4
0
名

の
会
員
が
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
地

域
と
し
て
は
、
板
橋
区
の
中
央
部
に

位
置
し
、
交
通
の
便
も
良
く
、
都
営

三
田
線
、
東
武
東
上
線
が
走
っ
て
お

り
、
ま
た
バ
ス
も
幅
広
く
運
行
し
て

お
り
ま
す
。
商
店
街
と
い
う
よ
り
住

宅
街
が
占
め
る
地
域
で
、
非
常
に
住

み
や
す
い
町
で
す
。

各
ク
ラ
ブ
と
も
積
極
的
で
年
３
回

の
輪
投
げ
大
会
、例
年
８
月
に
は
カ
ラ

第
3
支
部

第
4
支
部

板
橋
の
中
心
で

　
　
活
動
中

地
域
紹
介

の
繋
が
り
で
増
や
し
て
い
る
状
態
で

す
。
支
部
体
制
に
つ
い
て
は
、
本
部

理
事
と
支
部
長
は
役
が
長
い
と
弊
害

も
出
る
た
め
、
支
部
に
新
風
を
出
す

た
め
に
も
１
期
で
交
替
し
各
会
長
に

経
験
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

支
部
の
行
事
は
、
新
年
会
・
総
会
・

旅
行
・
手
芸
・
輪
投
げ
・
G
G
大
会

な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
ク
ラ
ブ
で
は
独
自
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
・
G
G
・
体
操
・
手
芸
・
踊
り
・

合
唱
会
・
輪
投
げ
・
ボ
ッ
チ
ャ
・
ペ

オ
ケ
大
会
が
定
例
行
事
で

す
。ま
た
第
４
支
部
で
の
一

泊
旅
行
、
お
よ
び
日
帰
り

旅
行
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
が
、
昨
年
か
ら
今
年
に

か
け
て
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中

止
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年

秋
に
深
大
寺
お
よ
び
植
物

園
を
バ
ス
３
台
で
見
学
し

ま
し
た
。
各
ク
ラ
ブ
の
会

員
の
方
々
は
実
施
さ
れ
る

日
を
、
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

第
４
支
部
の
地
域
内
に
新
た
な
名

所
と
し
て
、
大
相
撲
常
盤
山
部
屋
が

本
年
３
月
に
前
野
町
６
丁
目
に
移
転

し
て
き
ま
し
た
。
大
関
貴
景
勝
、
関

脇
隆
の
勝
を
は
じ
め
十
両
力
士
２
名

小
部
屋
な
が
ら
将
来
楽
し
み
な
部
屋

タ
ン
ク
な
ど
、
も
ろ
も
ろ
の
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
的
に
は
旧
川
越
街
道
が
、
大

山
・
弥
生
町
を
通
り
抜
け
古
く
か
ら

の
街
道
と
し
て
栄
え
た
地
区
で
す
。

現
在
は
、
板
橋
の
中
心
と
し
て
繁
栄

を
続
け
る
地
区
で
、
名
所
・
古
跡
は

少
な
い
で
す
が
、
住
め
ば
都
で
環
境

も
よ
く
便
利
で
住
み
心
地
の
よ
い
と

こ
ろ
で
す
。

�

（
第
３
支
部　

岡
田
）

で
す
。
わ
れ
わ
れ
も
喜
び
が
増
え
て

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
第
４
支
部　

土
田
） 常盤山部屋
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私たちは板橋区老人クラブ連合会の活動を応援しています。     

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
！

昨
年
か
ら
の
「
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡

大
」
の
中
、
活
動
も
思
う
よ
う
に
な

り
ま
せ
ん
ね
。
そ
ん
な
毎
日
、
わ
れ

わ
れ
第
５
支
部
の
活
動
を
振
り
返
っ

て
み
ま
し
た
。
大
谷
口
、
桜
川
地
域

私
た
ち
の
第
６
支
部
は
東
上
線
常

盤
台
駅
の
周
辺
か
ら
上
板
橋
駅
周
辺

に
か
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
近
辺

に
は
常
盤
台
地
域
セ
ン
タ
ー
を
始
め

平
和
公
園
な
ど
あ
り
、
各
種
の
支
部

行
事
な
ど
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

恒
例
の
常
盤
台
地
区
桜
ま
つ
り
は

毎
年
３
月
に
平
和
公
園
で
開
催
さ

第
5
支
部

第
6
支
部

第
7
支
部

コ
ロ
ナ
禍
の
中
支
部

活
動
を
振
り
返
る

コ
ロ
ナ
終
息
後
に

　
　
希
望
を
抱
い
て

協
力
し
あ
う

　
　
支
部
を
運
営

内
の
15
ク
ラ
ブ
の
集
合
体
が
第
５
支

部
で
す
。
石
神
井
川
が
流
れ
都
立
城

北
公
園
も
あ
り
緑
豊
か
な
所
で
す
。

月
１
回
、
定
例
会
は
、
総
勢
17
名

で
内
、
女
性
は
５
名
で
す
。
今
取
り

沙
汰
さ
れ
て
い
る
問
題
な
ど
全
く
な

い
。
支
部
最
大
の
事
業
は
、
毎
年
９

月
に
開
催
す
る「
駅
ま
つ
り
の
集
い
」

で
す
。
参
加
者
は
、
各
ク
ラ
ブ
か
ら

５
名
、
総
勢
75
名
、
ク
ラ
ブ
ご
と
の

応
援
も
華
や
か
で
、
賑
や
か
で
す
。

れ
、
６
支
部
役
員
の
皆
様
全
員
の
参

加
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
内
「
環
境
ク

イ
ズ
」
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し
、
子
ど

も
と
も
楽
し
く
交
流
し
喜
ば
れ
て
お

り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
昨
年
１
月
よ
り
発

生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
り
各
種
支
部
活
動
は
一

部
を
除
き
中
止
し
て
お
り
ま
す
。
な

お
単
位
ク
ラ
ブ
の
サ
ー
ク
ル
活
動
は

将
棋
、
健
康
麻
雀
、
囲
碁
な
ど
は
当

分
中
止
と
し
、
室
外
の
サ
ー
ク
ル
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
歩
こ
う
会
な

他
地
域
へ
も
和
が
広
が
り
、
お
買
い

物
先
で
偶
然
の
出
会
い
に
も
、
あ
ら

先
日
は
ど
う
も
、
な
ど
と
楽
し
い
会

話
が
生
ま
れ
た
り
し
ま
す
。
他
に
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
セ
ン
タ
ー
町
会
行
事

に
積
極
的
に
参
加
し
て
元
気
に
活
躍

し
て
い
ま
す
…
が
今
の
状
況
で
は
そ

れ
も
で
き
ず
、
一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ

の
終
息
を
願
っ
て
い
ま
す
。

�

（
第
５
支
部　

根
本
）

ど
は
必
要
な
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
て
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

今
後
と
も
支
部
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
終
息
ま
で
健
康
に
留
意
し
て
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

�

（
第
６
支
部　

宝
田
）

第
７
支
部
は
清
水
地
域
セ
ン
タ
ー

同
新
年
会（
第
７
・
８
・
９
）か
ら
始
ま

り
、
６
月
輪
投
げ
大
会
、
８
月
カ
ラ

オ
ケ
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
は

清
和
ク
ラ
ブ
が
東
京
大
会
に
「
輪
投

げ
で
優
勝
」
し
て
、
第
７
支
部
と
し

て
の
慶
事
で
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

管
内
で
ク
ラ
ブ
数
は
７
ク
ラ
ブ
と

少
な
く
会
員
数
も
高
齢
化
が
進
み

４
８
０
名
ほ
ど
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

交
通
の
多
い
環
七
と
中
山
道
が
と

お
り
、
高
速
道
と
大
変
危
険
な
地
域

で
す
。
支
部
行
事
は
２
月
３
支
部
合
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板
老
連
の
中
で
、
第
８
支
部
ク
ラ

ブ
数
は
最
小
の
６
ク
ラ
ブ
で
し
た
。

２
０
１
８
年
６
月
に
、
新
ク
ラ
ブ
煌

き
倶
楽
部
が
誕
生
、
し
か
も
親
子
２

代
に
わ
た
る
会
長
役
に
感
動
し
ま
し

た
。
支
部
会
員
数
４
７
８
名
、会
長
年

齢
層
は
68
歳
か
ら
上
は
88
歳
で
す
。

支
部
の
地
域
環
境
は
旧
街
道
、
清

第
8
支
部

第
9
支
部

ク
ラ
ブ
活
動
活
発

楽
し
く
み
ん
な
が
参
加
！

健
康
・
友
愛
・
奉
仕
活
動
が

盛
り
だ
く
さ
ん
の
ク
ラ
ブ

水
坂
を
境
と
し
て
坂
上

に
４
ク
ラ
ブ
、
坂
下
に
３

ク
ラ
ブ
の
構
成
で
す
。
地

域
に
は
数
々
の
名
所
旧

跡
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
ず

薬
師
の
泉
、
一
里
塚
、
に

り
ん
草
群
生
地
、
小
豆
沢

公
園
野
球
場
、小
豆
沢
体

育
館
な
ど
。
ま
た
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
深
め
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

健
康
づ
く
り
と
し
て
、
毎
週
、
小
豆

沢
野
球
場
で
実
施
。
競
技
の
魅
力
が

会
員
増
強
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

当
支
部
が
、
誇
る
行
事

と
し
て
「
カ
ラ
オ
ケ
演
芸

大
会
」
は
１
９
９
６
年
７

月
に
、第
１
回
発
足
。
本
年

度
は
第
47
回
を
数
え
、
志

村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

で
実
施
。
担
当
は
当
番
制

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
動
と
し
て
他
に
、
輪
投
げ
、
敬
老

会
、
誕
生
会
、
手
芸
教
室
、
散
策
会
、

公
園
掃
除
、
友
愛
活
動
他
、
ク
ラ
ブ

活
動
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
第
８
支
部　

平
野
）

たくさんの参加者が集います

フ
も
毎
月
４
回
程
度
行
っ
て
お
り
ま

す
。
作
品
展
に
お
い
て
も
区
長
賞
を

朝
日
ク
ラ
ブ
と
蓮
沼
大
原
寿
会
が
何

回
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
最
後

に
こ
れ
か
ら
も
各
ク
ラ
ブ
の
会
長
さ

ん
と
の
協
力
の
下
で
親
睦
を
深
め
、

運
営
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

�

（
第
７
支
部　

中
沢
）

社
会
奉
仕
活
動
の
道
路
清
掃
は
、

毎
週
１
回
10
人
以
上
の
参
加
者
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
友
愛
活
動

も
毎
月
10
人
以
上
の
対
象
者
を
見
守

り
、
１
人
に
対
し
、
２
回
以
上
は
必

ず
訪
問
し
、
対
話
・
話
し
相
手
・
安

否
確
認
の
電
話
等
で
声
か
け
を
し
て

い
ま
す
。
室
内
で
は
輪
投
げ
、
ぬ
り

絵
、
健
康
体
操
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
、

外
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
行
い

ま
す
。
教
養
向
上
活
動
と
健
康
増
進

活
動
は
年
間
行
事
で
す
。

板
橋
区
か
ら
の
指
導
が
あ
り
、
４

月
か
ら
７
月
ま
で
は
会
場
が
使
用
禁

止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
活
動

を
休
止
し
ま
し
た
。
８
月
は
恒
例
の

夏
休
み
を
し
、９
月
か
ら
活
動
再
開
。

12
月
ま
で
活
動
い
た
し
ま
し
た
が
、

令
和
３
年
１
月
よ
り
３
月
ま
で
再
度

会
場
が
使
用
禁
止
に
な
り
、
現
在
は

活
動
休
止
し
て
い
ま
す
。
今
回
感
じ

た
こ
と
は
、
３
密
防
止
の
た
め
大
人

数
で
集
ま
る
こ
と
・
飲
食
す
る
こ
と

禁
止
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
は
成
立
し
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
健
康
体
操
も

今
ま
で
は
毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日

の
午
後
の
２
回
、
吹
き
矢
と
10
の
筋

ト
レ
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
月

４
回
の
教
室
に
し
よ
う
と
区
の
話
も

あ
り
、
追
加
し
た
曜
日
と
時
間
が

違
っ
た
た
め
集
ま
り
が
少
な
く
感
じ

て
い
ま
す
。

早
く
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
ま
た
元

気
に
楽
し
く
活
動
で
き
ま
す
よ
う
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

�

（
第
9
支
部　

後
藤
）
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第
11
支
部
世
代
間
交
流
15
ク
ラ
ブ
共
催
事
業

第
１
回　

ひ
こ
ば
え
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

コロナ禍でも心通うイベント開催コロナ禍でも心通うイベント開催

と　き：	２月５日（金）13：00～ 17：00
	 ２月６日（土） 9：00～ 17：00
	 ２月７日（日） 9：00～ 17：00
ところ：	赤塚庁舎１階ロビー

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
ま
ん
延

し
気
持
ち
が
沈
む
中
、
少
し
で
も
心

が
晴
れ
る
よ
う
に
と
ひ
こ
ば
え
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
成

増
・
赤
塚
地
区
の
６
つ
の
小
学
校
の
生

徒
を
対
象
に
、生
徒
と
高
齢
者
の
心
を

通
い
合
わ
せ
、絆
を
深
め
る
た
め
「
小

学
２
年
生
と
シ
ニ
ア
世
代
の
交
流
」が

テ
ー
マ
の
絵
画
を
募
集
し
展
示
。
そ
の

様
子
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
が
猛
威
を
振
る
い
、

緊
急
事
態
宣
言
に
よ
っ
て
す
べ
て
の

活
動
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
手
を
こ
ま

ね
い
て
じ
っ
と
時
間
が
過
ぎ
る
の
を

待
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

だ
か
ら
こ
そ
や
る
価
値
が
あ
る
も
の

を
探
し
ま
す
。
孫
と
祖
父
母
の
心
が

通
う
世
代
間
交
流
、時
間
が
あ
っ
て
も

会
え
な
い
状
況
を
絵
画
と
言
葉
を
添

え
て
、
嬉
し
か
っ
た
・
楽
し
か
っ
た
こ

と
を
１
枚
の
画
用
紙
に
表
現
し
て
い

未
来
と
希
望
の
ハ
イ
タ
ッ
チ

た
だ
く
こ
と
を
小
学
校
の
校
長
先
生

に
ご
相
談
、即
答
で
賛
成
を
い
た
だ
き

協
力
を
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

老
人
と
子
ど
も
が
触
れ
合
う
こ
と
な

く
安
全
安
心
の
事
業
骨
子
が
で
き
あ

が
り
、
赤
塚
・
成
増
セ
ン
タ
ー
管
内

6
校
の
２
年
生
５
５
０
名
に
よ
る
作

品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
う
ち
70
枚
の

優
秀
作
品
が
選
ば
れ
、
赤
塚
庁
舎
フ

ロ
ア
ー
に
３
日
間
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

入
場
者
３
５
０
名
、コ
ロ
ナ
対
応
の
初

の
試
み
が
大
盛
況
に
終
了
、
協
力
者

に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
第
11
支
部　

坂
本
）

◆
「
ひ
こ
ば
え
」
と
は
？

孫ひ
こ
ば生
え
と
い
う
木
の
根
元
か
ら
出

る
若
芽
の
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

一
生
懸
命
選
び
ま
す
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た
だ
く
こ
と
を
小
学
校
の
校
長
先
生

に
ご
相
談
、即
答
で
賛
成
を
い
た
だ
き

協
力
を
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

老
人
と
子
ど
も
が
触
れ
合
う
こ
と
な

く
安
全
安
心
の
事
業
骨
子
が
で
き
あ

が
り
、
赤
塚
・
成
増
セ
ン
タ
ー
管
内

6
校
の
２
年
生
５
５
０
名
に
よ
る
作

品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
う
ち
70
枚
の

優
秀
作
品
が
選
ば
れ
、
赤
塚
庁
舎
フ

ロ
ア
ー
に
３
日
間
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

入
場
者
３
５
０
名
、コ
ロ
ナ
対
応
の
初

の
試
み
が
大
盛
況
に
終
了
、
協
力
者

に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
第
11
支
部　

坂
本
）

◆
「
ひ
こ
ば
え
」
と
は
？

孫ひ
こ
ば生
え
と
い
う
木
の
根
元
か
ら
出

る
若
芽
の
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

多くの作品が集まりました多くの作品が集まりました

阿部連合会長も視察阿部連合会長も視察



板橋区老人クラブ連合会第184 号 10

私たちは板橋区老人クラブ連合会の活動を応援しています。     

支
部
紹
介

わ
が
支
部
の
方
向
性
は
15
ク
ラ
ブ

が
足
並
み
揃
え
る
こ
と
に
重
点
を
置

い
て
い
ま
す
。
月
ご
と
の
会
長
会
が

楽
し
け
れ
ば
全
員
が
揃
う
、
ま
ず
は

そ
の
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
あ
り

ま
す
。
会
終
了
後
必
ず
軽
く
一
杯
の

席
を
設
け
、
会
議
で
言
え
な
い
腹
蔵

な
く
言
え
る
機
会
を
作
り
、
皆
が
打

ち
解
け
親
近
感
を
覚
え
、
会
を
重
ね

る
ご
と
に
会
合
が
明
る
く
な
り
、
日

昨
年
の
今
頃
か
ら
勃
発
し
て
世
界

的
に
大
混
乱
を
巻
き
起
こ
し
て
い
る

コ
ロ
ナ
禍
は
年
が
明
け
て
も
感
染
拡

第
11
支
部

第
12
支
部

支
部
活
動
の
重
要
性

住
ん
で
い
る
地
域
を

散
歩
し
な
が
ら

の
浅
い
会
長
も
自
分
の
居
場
所
が
定

ま
り
居
心
地
が
良
く
な
り
ま
す
。

す
る
と
多
方
面
に
協
調
性
と
協
力

心
が
生
ま
れ
ま
す
。
単
一
ク
ラ
ブ
で

は
会
員
の
減
少
に
よ
り
持
続
で
き
な

い
ダ
ン
ス
部
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
も
支

部
の
活
動
と
す
れ
ば
愛
好
家
を
減
ら

す
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
、
輪
投
げ
大

会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
も
同
様

に
や
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
方
法
で
新
し
く
始
め
る
ス

ポ
ー
ツ
、ペ
タ
ン
ク
、ボ
ッ
チ
ャ
の
用

具
も
支
部
の
備
品
と
し
て
購
入
、
保

管
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
管
理
倉
庫
に
あ
り

す
ぐ
に
使
用
可
能
で
す
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
使
用
を
ク
ラ
ブ
で
争
う
こ
と
も
な

く
費
用
も
安
く
済
ん
で
い
る
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
お
の
お
の
の
単
一
ク

ラ
ブ
の
運
営
や
役
員
後
継
者
に
つ
い

て
も
影
響
が
出
て
い
る
と
思
わ
れ
、

廃
会
寸
前
の
ク
ラ
ブ
を
救
う
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

全
国
奉
仕
活
動
や
世
代
交
流
事
業

を
全
ク
ラ
ブ
が
足
並
み
揃
え
実
施
さ

れ
成
功
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
支
部

の
運
営
の
重
要
性
を
実
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

�
（
第
11
支
部　

坂
本
）

東
武
東
上
線
の
上
板
橋
駅
、東
部
練

馬
駅
の
北
側
か
ら
首
都
高
速
道
路
５

号
線
「
中
台
ラ
ン
プ
よ
り
下
り
線
」
の

間
に
あ
る
地
域
で
、
町
名
は
西
台
、
徳

丸
、若
木
中
台
に
お
住
い
の
方
々
で
す
。

第
10
支
部

ふ
れ
あ
い
欠
か
さ
ぬ

　
　
10
支
部
を
紹
介

ク
ラ
ブ
の
名
称
は
、
徳
丸
み
ど
り

会
、
三
ツ
和
熟
年
ク
ラ
ブ
、
徳
丸
親

和
ほ
の
ぼ
の
ク
ラ
ブ
、
徳
丸
ニ
ュ
ー
ス

タ
ー
の
会
、
徳
丸
春
秋
会
、
西
台
第
一

白
寿
会
、
西
台
第
二
白
寿
会
、
西
台
五

美
会
、若
木
椎
の
実
会
、た
ま
ゆ
ら
会
、

若
木
明
和
会
、
中
台
若
松
会
、
Ｓ
Ｕ
Ｎ

ク
ラ
ブ
の
13
ク
ラ
ブ
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
を
掲
げ
、『
年

に
２
回
の
カ
ラ
オ
ケ
・
演
芸
大
会
の
開

催
』『
健
康
輪
投
げ
大
会
の
開
催
』『
春

秋
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行
の
開
催
』『
支

部
内
の
ク
ラ
ブ
交
流
』
等
の
開
催
を
楽

し
み
に
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
「
マ
ス

ク
の
着
用
」「
身
体
距
離
の
確
保
」
な

ど
、
基
本
的
な
感
染
防
止
策
を
講
じ
な

が
ら
、
地
域
社
会
に
あ
っ
て
孤
独
や
孤

立
を
防
ぐ
た
め
に
、
友
愛
活
動
も
距
離

を
保
ち
な
が
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
声
か

け
で
孤
立
さ
せ
な
い
運
動
を
展
開
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
第
10
支
部　

佐
藤
）

大
す
る
ば
か
り
で
す
。
無
症
状
の
感

染
者
も
あ
り
、
自
分
も
不
安
が
募
り
、

不
要
不
急
の
外
出
自
粛
を
求
め
ら
れ
、
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自
宅
に
こ
も
り
が
ち
で
も
仕
方
が
な

い
の
で
一
人
で
散
歩
を
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。永
年
住
み
馴
れ
た
高
島
平
地

域
で
何
と
も
感
じ
ま
せ
ん
が
改
め
て

歩
い
て
み
る
と
良
い
と
こ
ろ
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。道
路
整
備
が
良
く
デ

コ
ボ
コ
道
や
坂
道
も
あ
ま
り
あ
り
ま

せ
ん
。

都
営
三
田
線
西
台
駅
か
ら
終
点
西

高
島
平
駅
間
の
高
嶋
通
り
の
銀
杏
波

並
木
通
り
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。
春

新
芽
が
始
ま
り
新
緑
の
銀
杏
は
散
歩

の
日
陰
を
つ
く
っ
て
く
れ
秋
は
黄
色

に
と
自
然
の
四
季
を
感
じ
ま
す
。高
島

平
団
地
内
の
前
谷
津
川
緑
道
は
、
今

頃
白
・
赤
の
梅
が
咲
き
始
め
こ
の
後
は

し
ば
ら
く
す
る
と
桜
が
満
開
の
季
節

を
迎
え
る
の
か
楽
し
み
で
す
。高
島
平

団
地
内
団
地
緑
地
帯
も
水
か
チ
ョ
ロ

チ
ョ
ロ
流
れ
る
公
園
内
も
歩
い
て
い

て
本
当
に
四
季
を
感
じ
ま
す
。５
月
頃

に
な
る
と
六
の
橋
通
り
の
花
み
ず
き

の
花
が
満
開
と
な
る
頃
、
大
東
文
化

大
学
沿
い
の
通
り
に
「
つ
つ
じ
」
の
花

が
同
時
に
咲
く
頃
は
見
事
で
あ
り
ま

す
。
高
島
平
地
区
は
各
地
域
の
歩
道

沿
い
に
つ
つ
じ
が
咲
い
て
い
ま
す
。
新

河
岸
川
の
両
側
に
植
樹
さ
れ
て
い
る

桜
並
木
を
徳
丸
橋
か
ら
眺
め
る
の
も

素
晴
ら
し
い
で
す
。
ち
ょ
っ
と
足
を
伸

ば
し
て
花
大
大
会
が
行
わ
れ
る
荒
川

堤
防
ま
で
広
々
と
し
た
雄
大
な
景
色

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
夏
に
は

高
島
第
六
小
学
校
近
辺
に
、
赤
・
白
の

百さ
る
す
べ
り

日
紅
が
割
り
合
い
良
く
咲
き
乱
れ

る
の
も
見
事
で
す
。

板
橋
百
景
指
定
の
団
地
中
央
通
り

も
大
き
な
樹
木
並
木
も
四
季
を
通
じ

お気に入りの散歩路

て
楽
し
め
ま
す
。
赤
塚
公
園
の
新
緑
、

紅
葉
も
し
か
り
二
輪
草
の
咲
く
頃
に

眺
め
な
が
ら
歩
く
と
溜
池
公
園
に
到

着
し
ま
す
。

健
康
で
長
生
き
が
で
き
ま
す
よ
う

に
神
頼
み
で
す
。西
台
天
祖
神
社
ま
で

の
坂
道
や
石
段
も
あ
り
、健
康
に
も
っ

て
こ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

毎
月
変
わ
り
ゆ
く
街
並
を
探
索
す

る
の
も
ま
た
よ
し
。寒
さ
暑
さ
も
分
か

る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

�

（
第
12
支
部
長　

宇
於
﨑
）

毎
年
楽
し
み
旅
行
紹
介

単
位
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

高
一
寿
会
は
、
各
ク
ラ
ブ
の
会
員

ど
う
し
で
毎
月
旅
行
代
金
を
積
み
立

て
な
が
ら
の
旅
行
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
麻
雀
ク
ラ
ブ

実
に
８
年
間
、
毎
年
春
と
秋
に
湯

河
原
温
泉
の
保
養
所
へ
出
か
け
ま

す
。
宿
よ
し
料
理
よ
し
で
、
毎
回
楽

し
み
。
朝
早
く
か
ら
夕
食
を
過
ぎ
て

も
夢
中
で
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

何
年
も
続
く
歴

史
あ
る
行
事
で
、

毎
年
春
に
千
葉
県

の
太
陽
の
里
へ
２

泊
３
日
で
出
か
け

ま
す
。
着
い
た
日

と
次
の
日
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
を
行
い
、

そ
の
後
は
温
泉

に
浸
か
っ
て
の

ん
び
り
過
ご
す

の
が
な
に
よ
り
癒
や
さ
れ
る
３
日
間

で
す
。料
金
の
割
に
食
事
も
立
派
で
、

な
に
よ
り
バ
ス
で
送
迎
し
て
く
れ
る

の
が
い
い
な
と
会
員
一
同
喜
ん
で
い

ま
す
。

�

（
高
一
寿
会　

宇
於
﨑
） 会員みなさん大満足

高
一
寿
会

第
12
支
部

天気に恵まれ旅行日和
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私たちは板橋区老人クラブ連合会の活動を応援しています。     

危険から自分で身を守ろう！ ～警察署からのお知らせ～

特
殊
詐
欺

狙
っ
て

が

あ
な
た
を

い
ま
す
！

電話でお金の話が出たら詐欺です！

還付金詐欺の電話が毎日かかってきています！

携帯電話に料金未納を知らせるメールが！

子、孫、甥、警察官、金融庁職員、銀行員、百
貨店店員などからのお金の話は注意！　「個人
情報が漏れている」「逮捕状が出ている」と電
話で言われても、慌てず、一人で悩まない。管
轄の警察署に至急ご連絡いただければ、適切な
アドバイスをいたします。

ATM 等で医療費やその他の還付金が戻ること
はありません。「携帯電話とキャッシュカード
を持ってＡＴＭに行ってください」は詐欺です。
絶対にだまされないでください。

コンビニで電子マネー、プリペイドカード、ギ
フトカード等を買わせ、番号を言わせる（写真
に撮って携帯で送らせる）、マルチメディア端末
を操作させてレジでお金を支払わせる。このよ
うな指示は詐欺です。絶対やらないでください。
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私たちは板橋区老人クラブ連合会の活動を応援しています。     

危険から自分で身を守ろう！
詐欺川柳詐欺川柳

・
そ
ん
な
金
あ
る
は
ず
な
い
と
電
話
切
る

・
気
を
付
け
て
詐
欺
の
手
口
は
日
々
進
化

・
疑
お
う
電
話
の
向
こ
う
は
詐
欺
犯
人

留守番電話を
有効活用しましょう

①

②

③

在宅時も留守番電話に設定します。
着信があってもすぐに出ません。

メッセージを聞き、相手を確認し
必要があれば電話しましょう。
※ ナンバーディスプレイ機能の利用で
　 さらに安心

相手も分かり、安心して
通話できます。

板橋警察署	 03-3964-0110
志村警察署	 03-3966-0110
高島平警察署	 03-3979-0110
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私たちは板橋区老人クラブ連合会の活動を応援しています。     

短
歌
　
　
松
坂
　
弘  

選
・
評

天
　
連
れ
合
い
を
思
う
や
さ
し
い
気

持
ち
が
素
直
に
詠
ま
れ
て
い
て
、
読

者
の
心
を
な
ご
ま
す
一
首
で
す
。
ど

う
ぞ
、
お
幸
せ
に
。

地　

新
型
コ
ロ
ナ
が
蔓
延
し
て
い

て
、
古
里
へ
の
旅
行
も
ま
ま
な
ら
な

い
。
コ
ロ
ナ
を
憎
ん
で
も
憎
み
切
れ

な
い
の
で
す
。

人　

年
を
取
っ
て
か
ら
の
骨
折
は
な

お
り
が
遅
い
も
の
。
で
も
早
く
歩
き

た
い
一
心
で
リ
ハ
ビ
リ
に
は
げ
ん
で

い
る
の
で
す
。

天連
れ
合
い
の
介
護
は
忍
の
一
途
か
と

　

己
に
叱
咤
き
ょ
う
を
育
む

蓮
根
南
や
す
ら
ぎ
会
　
関
根
　
義
信

地房
総
は
春
先
ど
り
の
花
見
ご
ろ

　

行
き
た
き
思
い
を
コ
ロ
ナ
が
阻
む

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
上
野
　
晴
美

人骨
折
し
卒
寿
の
坂
は
き
び
し
く
て

　

土
ふ
む
足
に
て
リ
ハ
ビ
リ
は
げ
む

東
新
東
寿
会
　
田
中
　
タ
イ

解
凍
を
す
る
ご
と
伸
ば
す
早
朝
の

　

布
団
の
中
に
私
の
体
を

朝
日
ク
ラ
ブ
　
西
谷
　
照
子

苦
節
五
年
渾
身
フ
ォ
ア
振
り
抜
き
て

　

五
度
目
の
女
王
五
輪
へ
決
意
す

朝
日
ク
ラ
ブ
　
藤
越
　
秀
明

年
輪
を
越
え
て
舞
い
た
り
迎
春
の

　

往む
か
し古
し
の
び
し
春
雨さ
め

の
舞
を

坂
下
わ
か
ば
会
　
鈴
木
ミ
ツ
子

久
々
に
孫
よ
り
近
況
知
ら
せ
こ
し

　

メ
ー
ル
の
若
者
語
彙
に
わ
れ
は
戸
惑
う

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
新
井
　
美
知

白
み
た
る
雲
海
に
浮
く
竹
田
城

　

戦
い
く
さ
の
将
し
ょ
う
の
お
も
か
げ
偲
ぶ

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
篠
崎
　
章
子

凍
て
る
夜
天
空
に
浮
く
満
月
に

　

我
が
家
の
安
泰
わ
れ
は
祈
り
し

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
松
村
　
綾
子

歳
老
い
て
迎
え
し
弥
生
の
誕
生
日

　

嬉
し
く
も
あ
り
嬉
し
く
も
な
し

仲
宿
睦
双
葉
会
　
藤
生
　
桂
凰

久
々
に
句
を
ひ
ね
り
ゐ
る
夜
も
す
が
ら

　

あ
く
び
一
つ
で
終
り
と
な
り
ぬ

仲
宿
睦
双
葉
会
　
増
野
　
信
子

見
通
せ
ぬ
三
密
の
日
々
意
気
沈
み

　

国
民
学
校
の
夏
し
の
び
ゐ
る

仲
宿
睦
双
葉
会
　
新
田
　
大
寒

戦
後
な
る
物
資
不
足
の
厳
寒
に

　

素
足
通
学
を
写
真
に
て
知
る

仲
宿
睦
双
葉
会
　
杉
本
フ
ミ
エ

約
束
の
手
形
も
無
し
の
商あ
き
な
い売
は

　

電
子
マ
ネ
ー
で
終
り
と
な
り
ぬ

仲
宿
睦
双
葉
会
　
増
野
　
孝
雄

行
き
止
ま
り
の
道
と
気
付
き
て
引
き
返
す

　

怪
訝
な
る
視
線
背せ
な

に
感
じ
て

金
沢
千
と
せ
会
　
加
藤
　
蓉
子

自
粛
す
る
今
も
変
ら
ず
ア
ル
プ
ス
は

　

白
銀
眩
し
と
友
の
便
り
に

赤
塚
百
寿
会
　
岡
田
千
代
子

自
粛
日
々
ス
ト
レ
ス
体
重
増
す
ば
か
り

仲
宿
睦
双
葉
会
　
杉
本
フ
ミ
エ

三
密
は
防
空
壕
の
暗
さ
か
な

仲
宿
睦
双
葉
会
　
新
田
　
大
寒

「
加
齢
で
す
」返
す
言
葉
が
あ
り
ま
せ
ん

朝
日
ク
ラ
ブ
　
西
谷
　
照
子

コ
ロ
ナ
だ
よ
コ
ロ
ナ
で
日
も
暮
れ
る

仲
宿
睦
双
葉
会
　
藤
生
　
桂
凰

　
川
柳
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俳
句
　
　
星
　
利
生  

選
・
評

天　

湖
の
風
景
に
富
士
山
が
加
わ
る

と
、
そ
れ
だ
け
で
そ
よ
風
も
き
ら
き

ら
光
っ
て
過
ぎ
る
よ
う
に
見
え
て

「
風
光
る
」
と
も
。

地　

コ
ロ
ナ
禍
に
悩
ん
で
い
る
だ
け

に
医
師
や
看
護
師
な
ど
医
療
従
事
者

の
貢
献
が
期
待
さ
れ
、
明
け
番
の

ナ
ー
ス
の
く
さ
め
も
他
人
ご
と
で
は

な
い
。

人
　
コ
ロ
ナ
蔓
延
の
時
期
だ
け
に
基

礎
疾
患
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
た

い
。
コ
ロ
ナ
を
「
正
し
く
知
り
」「
正

し
く
恐
れ
な
け
れ
ば
」

天富
士
入
れ
て
山
の
湖
風
光
る

東
新
東
寿
会
　
中
島
　
孝
祐

地明
け
番
の
ナ
ー
ス
の
く
し
ゃ
み
春
愁
う

常
盤
光
寿
会
　
矢
島
千
代
子

人コ
ロ
ナ
禍
の
大
寒
な
れ
ど
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

朝
日
ク
ラ
ブ
　
西
谷
　
照
子

早
春
の
光
集
め
て
子
規
の
庭

常
盤
光
寿
会
　
畑
　
乃
武
子

句
を
ひ
ね
り
身
体
も
ひ
ね
る
冬
日
か
な

仲
宿
睦
双
葉
会
　
増
野
　
孝
雄

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
願
い
鬼
は
外

坂
下
わ
か
ば
会
　
鈴
木
ミ
ツ
子

唸
る
風
縄
跳
び
の
子
ら
宇
宙
人

仲
宿
睦
双
葉
会
　
新
田
　
大
寒

凍
て
も
ど
り
寺
の
裏
な
る
泥
の
径

赤
塚
百
寿
会
　
岡
田
千
代
子

病
む
窓
に
深
々
と
積
る
春
の
雪

常
盤
光
寿
会
　
尾
関
　
昭
子

風
光
る
マ
ス
ク
外
し
て
深
呼
吸

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
新
井
　
美
知

ロ
ウ
バ
イ
の
香
に
誘
わ
れ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
松
村
　
綾
子

平
和
の
灯
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
と
春
浅
し

常
盤
光
寿
会
　
熊
野
　
照
美

球
根
の
上
の
ふ
く
ら
み
春
近
し

常
盤
光
寿
会
　
松
田
　
　
翠

絞
り
染
め
好
み
に
上
が
り
花
す
み
れ

常
盤
光
寿
会
　
遠
藤
美
代
子

う
わ
さ
に
は
聞
け
ど
未
だ
見
ぬ
酉
と
り
の
い
ち市

東
新
東
寿
会
　
堀
米
多
賀
子

大
寒
も
一
と
休
み
か
な
月
白
く

大
谷
口
寿
ク
ラ
ブ
　
田
中
あ
さ
子

寒
さ
耐
え
梅
の
つ
ぼ
み
も
ほ
こ
ろ
び
ぬ

仲
宿
睦
双
葉
会
　
増
野
　
信
子

命
継
ぐ
孫ひ
こ
ば生
え
の
青
生
き
生
き
と

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
上
野
　
晴
美

早
春
や
ひ
か
り
吸
い
込
む
蕾
た
ち

常
盤
光
寿
会
　
宮
崎
　
幸
雄

秋
深
し
人
力
車
で
行
く
渡
月
橋

清
和
ク
ラ
ブ
　
岩
崎
志
津
江

陸
奥
の
旅
桜
づ
く
し
の
バ
ス
旅
行

仲
宿
睦
双
葉
会
　
藤
生
　
桂
凰

遠
き
息こ
子
を
思
い
眠
れ
ぬ
夜
寒
か
な

大
谷
口
寿
ク
ラ
ブ
　
田
中
あ
さ
子

水
仙
や
ダ
ム
湖
に
眠
る
ラ
ブ
レ
タ
ー

朝
日
ク
ラ
ブ
　
藤
越
　
秀
明

彼
創
る
カ
ッ
プ
で
コ
ー
ヒ
ー
春
を
呼
ぶ

常
盤
光
寿
会
　
斉
藤
　
洋
子

無
住
寺
を
瞬
時
被
う
は
舞
う
枯
葉

仲
宿
睦
双
葉
会
　
杉
本
フ
ミ
エ

ち
ょ
っ
と
添
削

八
十
路
坂
日
に
日
に
散
り
ぬ
木
の
葉
髪

　

→
八
十
路
坂
日
に
日
に
散
ら
す
木

の
葉
髪

東
新
東
寿
会
　
高
橋
　
　
明

早
春
の
旅
は
ビ
デ
オ
で
心
旅

　

→
コ
ロ
ナ
禍
の
旅
は
ビ
デ
オ
で
早

き
春

常
盤
光
寿
会
　
吉
田
　
憲
司

ど
ん
ぐ
り
を
ひ
ろ
い
集
め
て
孫
笑
顔

　

→
ど
ん
ぐ
り
を
ひ
ろ
い
集
め
る
孫

の
顔

東
新
東
寿
会
　
田
中
　
タ
イ

凍
晴
や
通
学
路
の
列
息
白
く

　

→
凍
晴
や
通
学
児
の
列
息
白
く

大
谷
口
寿
ク
ラ
ブ
　
田
中
あ
さ
子
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私たちは板橋区老人クラブ連合会の活動を応援しています。     

寿大学で仲間と教養を深めませんか

　この会報紙「板老連」は、ご協賛してくださいましたスポンサーの
皆様のご支援により発行することができました。厚く御礼申し上げます。
　今後とも倍旧のご厚誼を賜りますようよろしくお願いいたします。

スポンサー
各位への御礼

緊
急
事
態
宣
言
発
令
か
ら

１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
終
息
は
い
ま
だ

先
が
見
え
ま
せ
ん
。

今
号
は
区
内
１
～
12
支
部

の
区
割
り
に
目
を
向
け
ま
し

た
。
改
め
て
自
分
の
居
住
地

あ
れ
こ
れ
、
単
位
ク
ラ
ブ
の

活
動
場
所
を
お
確
か
め
く
だ

さ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

�

（
広
報
部　

伊
藤
）

編
集
後
記

編
集
後
記

お詫びと訂正　　板老連 183 号の「令和２年度　第 54 回板老連作品展　上位入賞者一
覧」に誤りがありました。正しくは表のとおりとなります。お詫びして訂正いたします。

お
詫
び

緊
急
事
態
宣
言
発
出
に
伴
っ
て

板
老
連
事
務
局
の
あ
る
板
橋
い
こ

い
の
家
が
利
用
禁
止
と
な
り
、
令

和
３
年
１
月
に
街
頭
に
掲
示
し
た

「
会
員
募
集
ポ
ス
タ
ー
」を
ご
覧
に

な
っ
て
お
電
話
い
た
だ
い
た
方
々

に
応
対
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た

こ
と
を
、
こ
こ
に
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

区長金賞 区長銀賞 社会福祉協議会
会長賞

シルバー人材センター
会長賞 板老連会長賞

手芸 細井多恵子 坂田恵美子 荒船　芳子 土屋恵美子 団　体
子安クラブ 愛染寿栄クラブ 藤栄クラブ 清和クラブ 仲蓮根寿会

園芸 該当者なし 該当者なし 田中　章 該当者なし 該当者なし上板橋喜楽会

第22期寿大学のお知らせ

昨
年
度
の
寿
大
学
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん

ど
の
教
室
が
休
講
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
度
も
三
密
を
避
け
、

教
科
に
よ
っ
て
は
２
部
制
と
す

る
な
ど
、
工
夫
し
な
が
ら
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
学
習
教
科

短
歌
・
俳
句
・
か
な
書
道
・
水

墨
画
・
押
し
絵
・
山
野
草
・
新

舞
踊
・
謡
曲
・
陶
芸
・
囲
碁
・

将
棋

◆
費
用
（
後
期
）

中
途
入
学
１
０
０
０
円
入
学
金

受
講
料 

年
間 

１
０
０
０
円

※
教
科
に
よ
り
別
途
材
料
費
の

負
担
あ
り

問
い
合
わ
せ
先

板
橋
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
教

養
部
／
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
３
９
６
３
‐

５
３
３
４
（
区
役
所
２
階
で
も

受
け
付
け
ま
す
）


